
▲ 女性の部 優勝
　 阿部　ナミさん

December No.352December No.353

 平成 17年 10月末現在の ●人口 13,865人 （前月比 － 0 6人） 男  6,958人 （± 0人） 
●世帯数 3,847世帯  前月比（＋ 02世帯） 人口の動き  （前年比 ＋ 0 1人） 女  6,907人 （－ 6人）

会合連ブラク人老町

グラウンド
ゴルフ大会

のようす

▲ 男性の部 優勝
　 川瀬　昭さん
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聖
籠
町
国
民
健
康
保
険
で
は
、
保
健
活
動
の
一
環
と
し
て
、
町
民
の

健
康
づ
く
り
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
次
の
基
準
に
当
て
は
ま

る
世
帯
を
「
健
康
優
良
世
帯
」
と
し
て
表
彰
し
て
い
ま
す
。

◆ 

表 

彰 

基 

準

　

次
の
全
て
の
条
件
に
該
当
す
る
世
帯

○ 

前
年
度
に
お
い
て
、
一
年
を
通
じ
て
聖
籠
町
国
民
健
康
保
険
に
加
入

し
て
い
る
世
帯

○ 

前
年
度
に
お
い
て
、
一
年
を
通
じ
て
一
度
の
医
療
給
付
も
受
け
な
か
っ

た
世
帯

○
保
険
税
を
完
納
し
て
い
る
世
帯

◆  

平
成
十
七
年
度
「
健
康
優
良
世
帯
」
と
し
て
表
彰
さ
れ
た
世
帯

一
年
間
無
受
診
世
帯
 
…
…
…
…
…
…
…
…
二
十
九
世
帯

二
年
間
無
受
診
世
帯
 
…
…
…
…
…
…
…
…
…
十
一
世
帯

三
年
間
無
受
診
世
帯
 
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
六
世
帯

四
年
間
無
受
診
世
帯
 
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
二
世
帯

七
年
間
無
受
診
世
帯
 
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
一
世
帯

九
年
間
無
受
診
世
帯
 
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
一
世
帯

十
一
年
間
無
受
診
世
帯
 
…
…
…
…
…
…
…
…
…
二
世
帯

十
七
年
間
無
受
診
世
帯
 
…
…
…
…
…
…
…
…
…
一
世
帯

 

合
計　

五
十
三
世
帯

　

表
彰
さ
れ
た
世
帯
に
は
、
こ
れ
か
ら
も
健
康
を
維
持
し
て
い
た

だ
く
た
め
、
少
し
で
も
お
役
に
立
て
る
品
物
と
し
て
、
寒
い
冬
に

ゆ
っ
く
り
と
体
を
温
め
る
入
浴
剤
を
、
各
世
帯
訪
問
の
上
、
お
贈

り
い
た
し
ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

◎
表
彰
状
・
感
謝
状
を
授
与
さ
れ
た
方

（
敬
称
略
）

◆ 

町
の
公
職
に
永
年
従
事
し
、
そ
の
功
績
が
顕
著
な
方

○
聖
籠
町
専
門
交
通
安
全
指
導
員
と
し
て

　

新　

保　

イ
ミ
子
（
山

三

賀
）

○
聖
籠
町
交
通
安
全
指
導
員
と
し
て

　

島　

村　

重　

春
（
亀　

　

塚
）

◆ 

善 

行 

者

○
火
災
に
よ
る
人
命
救
助
等
の
活
動
に
尽
力
し
た
方
と
し
て

　

宮　

澤　

和　

夫
（
網

代

浜
）

　

會　

田　

義　

道
（
次

第

浜
）

　

嶋　

村　

幸　

三
（
亀　

　

塚
）

　

渡　

邉　

幸　

男
（
新
発
田
市
）

◆  

町
の
産
業
・
教
育
・
文
化
・
防
災
・
そ
の
他
公
益
事
業

に
つ
い
て
尽
力
し
、
そ
の
功
績
が
顕
著
な
方

○
町
の
芸
術
文
化
の
振
興
と
発
展
に
寄
与
し
た
方
と
し
て

　

　

井　

義　

民
（
丸　

　

潟
）

　

木　

村　
　
　

修
（
山

梨

県
）

○
町
の
芸
術
文
化
の
振
興
と
発
展
に
寄
与
し
た
団
体
と
し
て

　

株
式
会
社　

諏
訪
建
設

　
　

代
表
取
締
役　

諏　

方　

忠　

彦

○ 

町
消
防
団
代
表
と
し
て
県
の
消
防
大
会
に
出
場
し
優
秀
な
成
績
を
収
め

た
団
体
と
し
て

　

第
一
分
団
第
二
班
（
真　

野
）

　

第
二
分
団
第
五
班
（
二
本
松
）

○
町
の
公
益
事
業
に
積
極
的
に
協
力
、
貢
献
し
た
方
と
し
て

　

松　

井　

岩　

（
亀　

塚
）

　

渡　

邊　

徳　

次
（
網
代
浜
）

◆  

直
系
三
代
で
同
一
の
生
計
を
維
持
し
て
い
る
世
帯
と
し
て

表
彰
さ
れ
た
方

髙　

橋　

健　

一
（
真　

　

野
）

小　

柳　

昌
三
郎
（
山

大

夫
）

渡　

邉　
　
　

悟
（
大
夫
興
野
）

八　

幡　

早　

苗
（
大
夫
興
野
）

羽　

田　

堅　

二
（
藤　

　

寄
）

渡　

邉　

安　

吉
（
亀　

　

塚
）

▲ 民謡流し ▲ 町民茶会 ▲ 文化祭開祭式▲ 農業振興祭▲ イベント広場（段ボール迷路）▲ 保健福祉まつり（ウォーキング）

▲ 表彰された皆様

　

平
成
十
七
年
度

　

聖
籠
町
国
民
健
康
保
険
健
康
優
良
世
帯
表
彰

　

十
一
月
三
日
、
四
日
に
せ
い
ろ
う
秋
祭
り
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

文
化
祭
、
保
健
福
祉
ま
つ
り
、
農
業
振
興
祭
、
イ
ベ
ン
ト
広
場
な
ど
に
は

大
勢
の
皆
様
に
参
加
い
た
だ
き
各
会
場
と
も
に
ぎ
わ
い
を
み
せ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
三
日
に
開
催
さ
れ
た
文
化
の
日
記
念
式
典
で
は
、
町
の
発
展
や
文

化
の
向
上
な
ど
に
功
績
の
あ
っ
た
皆
様
を
表
彰
す
る
記
念
式
典
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
こ
の
式
典
に
お
き
ま
し
て
、
表
彰
さ
れ
た
皆
様
を
ご
紹
介
し
ま
す
。



　

去
る
10
月
19
日
（
水
）
に
町
総
合
防
災
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
訓
練
で
は
、
災
害
時
に
お
い
て
、
よ
り
現
実
的
な
避
難
、

応
急
対
策
に
主
眼
を
置
き
な
が
ら
、
関
係
機
関
・
団
体
、
そ
し
て

町
民
の
皆
さ
ん
と
の
連
携
の
強
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

当
日
は
、
震
度
６
強
の
地
震
が
発
生
し
た
と
の
想
定
で
、
朝
７
時

30
分
か
ら
16
項
目
に
及
ぶ
訓
練
が
行
わ
れ
、
参
加
者
は
、
真
剣
に

訓
練
に
臨
ん
で
い
ま
し
た
。

　

特
に
今
回
は
、
集
落
を
舞
台
に
、
区
長
が
防
災
無
線
を
使
っ
た

避
難
誘
導
、
災
害
対
策
本
部
と
の
通
信
訓
練
、
住
民
の
避
難
訓
練
、

要
介
護
者
を
住
民
と
消
防
団
が
協
力
し
て
避
難
さ
せ
る
訓
練
や
、

近
年
の
災
害
時
に
お
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
力
の
有
効
性
を
踏
ま

え
、
受
皿
体
制
の
整
備
を
図
る
た
め
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

設
置
訓
練
、
有
事
に
お
け
る
初
動
の
重
要
性
を
踏
ま
え
た
、
役
場

内
の
消
防
防
災
担
当
課
初
動
訓
練
が
初
め
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
そ
の
他
に
も
ハ
シ
ゴ
車
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
、
救
助
工
作

車
な
ど
を
使
っ
た
救
出
訓
練
、
園
児
に
よ
る
消
火
訓
練
、
地
域
住

民
が
協
力
し
て
消
火
活
動
を
行
う
バ
ケ
ツ
リ
レ
ー
、
赤
十
字
奉
仕

団
に
よ
る
炊
出
し
訓
練
な
ど
、
様
々
な
訓
練
が
行
わ
れ
、
い
ざ
と

い
う
と
き
の
対
処
、
避
難
、
連
携
に
つ
い
て
再
確
認
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

▲炊き出しを行う赤十字奉仕団の皆さんと役場職員

▲燃え盛る住宅を住民が一致団結して消火

▲ 車内に閉じこめられた負傷者を広域消防
　レスキュー隊が救出

▲ 火災により屋上に逃げた人をハシゴ車で
　救出に向かう広域消防レスキュー隊

▲倒壊家屋内から救出された負傷者を担架に
　乗せる広域消防救急隊

顔
負
けの消火訓練

▲

蓮
野
こども園児によ

る大
人作

業
班
が迅速に復旧

▲
ガ

ス
管
破そん箇所をガ

ス会

社
のた

め

ホ
ー
ス延長を行う町消

防団
機

動
隊

▲
炎
上

中
の住宅の消火作業

に
あ

た
る

屋上
から逃げ遅れた人

を

▼
防災
ヘリで無事救

助 ボ

ラ
ンテ
ィア
センターがボランテ

ィ
ア

▼
希

望
者の
受付を開始

▼ 

地
震
に
よ
る
全
町
民
の
避
難
勧
告
を
受
け
て
、
地
元
消
防
団
員
が
自
力
で

避
難
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
要
介
護
者
を
避
難
所
ま
で
搬
出

当日行った訓練項目当日行った訓練項目

訓練事項 実施時間

内部訓練
１

消防防災担当課初動訓練 7:30 ～

２ 職員登庁訓練 8:10 ～

本訓練
１

聖籠町災害対策本部設置

訓練
9:20 ～

２
学校等地震避難・火災消

火訓練
9:20 ～

３ 役場避難訓練 9:20 ～

４
津波情報伝達・広報並び

に避難訓練
9:35 ～

５ 避難者の救助訓練 10:30 ～

６
地域住民による初期消火

訓練
11:00 ～

７
救護所設置並びにボラン

ティアセンター設置訓練
11:15 ～

８
倒壊家屋内要救護者救出

訓練
11:20 ～

９ 消火・延焼阻止訓練 11:30 ～

10 負傷者の救出訓練 11:40 ～

11
多重交通事故による交通

整理及び救助訓練
11:45 ～

12

災害時相互応援協定締結

市町村緊急物資輸送並び

に企業による食糧供給協

力訓練

11:55 ～

13
ライフラインの復旧対応

訓練
12:00 ～

14 炊き出し訓練 12:20 ～

町
総
合
防
災
訓
練
を
実
施
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5役場ふるさと整備課
☎ 27 － 2111（内線 231）

5新発田地域振興局地域整備部
☎ 22 － 5111

●屋根の雪を道路におろす場合は、

　責任をもって処理してください。

　屋根から道路に自然落下した場合も

同様にお願いします。

●道路の除雪作業中は危険ですから、

　除雪車に近づかないでください。

●自動車又はその他除雪作業に障害と

　なる物を道路上に放置しないでくだ

　さい。除雪作業が出来なくなります。

●道路に雪を出さないでください。人

や車の交通の妨げとなり、スリップ事

故のもとになります。

●道路脇の樹木（特に竹）は雪の重み

で道路に垂れ下がり、除雪作業の妨げ

になります。このような樹木の枝切等

をお願いします。

■除雪の要望・苦情は区長さんを通じてお願いします。■
　冬期間の道路除雪は、交通安全や災害の未然防止等を考えて行っています。個々の

要望にはすぐに対応できないため道路除雪への要望等がありましたら、各集落区長さ

んを通じてお願いします。

●消雪パイプは消エネのため 14:00～

15:00、16:00～ 17:00の間は稼動を

停止しています。

（故障ではありませんので、ご協力くだ

さい。）

●道路と人家、車庫の出入り口に設置

してある乗り入れ板等は、除雪時重大

事故につながるので必ず撤去してくだ

さい。

●消防施設の除雪にご協力ください。

　消防施設等の除雪は、広域消防署や

地域の消防団が行いますが、大雪等に

より消防施設の消火栓や防火井戸等の

除雪が難しいことがあります。災害を

未然に防ぐために、隣接の皆さんのご

協力をお願いします。

●車庫・出入口の除雪は各戸で処理し

てください。

　早朝からの除雪作業は、なるべく短

時間に行うため除雪する雪は道路の端

に押しのける方法をとっています。その

ため道路に面した車庫や門の前などに

除雪された雪がたまります。この雪の処

理にご理解とご協力をお願いします。

安全で円滑な道路除雪のために
ご協力をお願いします

安全で円滑な道路除雪のために
ご協力をお願いします

0日時　4会場　3内容　2対象　1申し込み　5問い合わせ

道 路 除 雪 に
ご協力ください
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人事行政の運営状況の公表について
人事行政の運営等の状況の公表に関する条例に基づき、以下のとおり公表します。

　これまでは、町職員の給与・職員数の状況について公表してきましたが、人事行政の透明性を一層高めるため、
今回から職員の任免、勤務条件、研修、福利厚生等の人事行政全般について公表することになりました。
　今後も行政改革大綱に基づき、適正な定員管理、給与の適正化、研修等による職員の資質向上に努めていきます。

退職事由 定年退職 勧奨退職 普通退職 計
一般行政 1 1 2
専 門 職 1 1
教 育 職 1 1
技能労務職 2 2 4

計 3 3 2 8

（４）定員適正化目標（数・率）

計画期間 数値目標
始　期 終　期

5％（10 名）
削減

平成 17 年
4 月 1 日

平成 22 年
4 月 1 日

（２）退職者の状況

区　　分 一般行政 看 護 師 教 育 職 計
上級試験 2 2
中級試験 2 2
そ の 他 1 1
計 2 2 1 5

（３）採用者の状況

１．職員の任免及び職員数に関する状況

２．職員の給与の状況

（１）職員数に関する状況

区　　　分 職　員　数 増減数 主な増減理由
部　　　門 H16 Ｈ 17 Ｈ 17

一般行政

部　　門

議　　会 3 3 0
総務企画 27 31 4 事務分担の見直し
税　　務 10 10 0
民　　生 28 23 △ 5 事務分担の見直し
衛　　生 14 14 0
農林水産 13 13 0
商　　工 3 3 0
土　　木 11 9 △ 2 事務合理化
小　　計 109 106 △ 3

特別行政

部　　門
教　　育 61 60 △ 1 技能労務職の欠員

不補充

小　　計 61 60 △ 1
普 通 会 計 合 計 170 166 △ 4

公営企業等

会 計 部 門

水　　道 4 4 0
その他 22 23 1 看護師の欠員補充
小　　計 26 27 1

合　　　計 196 193 △ 3
（注） 職員数は一般職に属する職員数であり、地方公務員の身分を保有する

休職者・派遣職員などを含み、臨時、又は非常勤職員を除いています。

（１）人件費の状況（普通会計決算）

区　　分
住民基本台帳人口
(16年度末 )

歳　出　額
Ａ

実質収支
人　件　費

Ｂ
人件費率
Ｂ／Ａ

（参　考）
15年度人件費率

16年度 13,884 人 7,159,089 千円 385,285 千円 1,479,213 千円 20.7％ 21.6 ％

（２）職員給与費の状況（普通会計予算）

区　　分
職  員  数
Ａ

給　　　　　与　　　　　費 一人当たり給与費

Ｂ／Ａ給　　料 職員手当 期末・勤勉手当 計　　Ｂ

17年度 167 人 690,132 千円 71,115 千円 279,870 千円 1,041,117 千円 6,234 千円

（３）ラスパイレス指数の状況（各年４月 1日現在）
 ラスパイレス指数とは、国家公務員の給与水準を 100 とした場合の地方公務員の給与水準を示す指数です。

99
98
97

96
95

H12

97.3
96.9
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（４）職員の平均給与月額、初任給等の状況（普通会計）
① 職員の平均年齢、平均給料月額及び平均給与月額の状況（平成 17年４月１日現在）

区　　　分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額
一般行政職 43.09 歳 340,843 円 376,125 円
技能労務職 46.90 歳 300,309 円 314,071 円

（注）１「平均給料月額」とは、各職種ごとの職員の基本給の平均。

 ２ 「平均給与月額」とは、給料月額と毎月支払われる扶養手当、調整手当、住居手当、時間外勤務手当などの諸手当の額を合計したもの。

② 職員の初任給の状況（平成 17年４月１日現在）

区　　　　分
聖　　籠　　町 国

初　任　給 ２年後の給料 初　任　給 ２年後の給料

一般行政職
大　学　卒 170,700 円 184,400 円 170,700 円 184,400 円

高　校　卒 138,800 円 148,500 円 138,800 円 148,500 円

（６）一般行政職の級別職員数の状況
（平成 17年４月１日現在）

区 分 標準的な職務内容 職員数 構成比

１級 主事補 2 人 1.8％
２級 主事 6 人 5.3％
３級 主事 11 人 9.6％
４級 主任 24 人 21.1％
５級 主任 24 人 21.1％
６級 係長、主幹 19 人 16.7％
７級 課長補佐 12 人 10.5％
８級 課長、参事 16 人 14.0％

（注）１  給与条例に基づく給料表の級区分による職員数。

 ２  標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当す

る代表的な職務。

区　　　　　　分 全職種

16年度

職　　員　　数 　　　　　　Ａ 192 人

普通昇給期間（12 ～ 24 月）を短縮して昇給した職員数　Ｂ  16 人

比　　　　　率 　　　　　Ｂ／Ａ 8.3％

15年度

職　　員　　数 　　　　　　Ａ 199 人

普通昇給期間（12 ～ 24 月）を短縮して昇給した職員数　Ｂ 33 人

比　　　　　率 　　　　　Ｂ／Ａ 16.6％

（７）職員の手当の状況（普通会計）
① 期末・勤勉手当、退職手当の状況（平成 17年度）

区　　分 聖　　籠　　町 国

期　末・

勤勉手当

（支給割合）

期 末 手 当 勤 勉 手 当

同じ

・ 6 月期 1.40 月分 0.70 月分

・12 月期 1.60 月分 0.70 月分

計 3.00 月分 1.40 月分

・１人当たり平均支給額（平成 16 年度）　　1,685 千円

　職制上の階段、職務の級等による加算措置有り（5 ～ 15％）

退職手当

自 己 都 合 勧奨・定年

同じ

・勤続 20 年 21.00 月分 27.30 月分

・勤続 25 年 33.75 月分 42.12 月分

・勤続 35 年 47.50 月分 59.28 月分

・最高限度額 59.28 月分 59.28 月分

・加算措置 定年前早期退職の場合は１年につき２％加算（20％限度）

・1 人当たり支給額（平成 16 年度）　　　　　　　　　　　　18,964 千円

② 時間外勤務手当・休日勤務手当

支給実績（16年度決算） 28,381 千円

職員１人当たり平均支給年額
（16年度決算）

165 千円

支給実績（15年度決算） 31,233 千円

職員１人当たり平均支給年額

（15年度決算）
174 千円

③ 特殊勤務手当（平成 17年４月１日現在）
支給実績（平成 16年度決算） 596 千円

支給職員１人当たり平均支給年額
（平成 16年度決算）

17,517 円

職員全体に占める手当支給職員の割合
（平成 16年度）

17.3％

手当の種類（手当数） 10 種類

主な手当の名称
税徴収手当、防疫等作業手当、除雪作

業手当、用地交渉手当、時間差手当

④ その他の主な手当（平成 17年４月１日現在）

手　当　名 内容及び支給単価
支給実績

（16年度決算）

支給職員１人当たり
平均支給年額
（16年度決算）

扶 養 手 当 扶養親族のある職員に対し扶養人数等に応じた額を支給 22,355 千円 245,659 円

住 居 手 当
借家等の場合は家賃に応じて 27,000 円を限度に支給、住居
を新築した場合は５年間 2500 円支給

4,066 千円 141,228 円

通 勤 手 当
２㎞以上の距離を自動車等で通勤する職員に対し通勤距離に
応じた額を支給

7,991 千円 48,140 円

管理職手当 管理職に対し、給料の 6 ～ 8% を支給（医師除く） 9,317 千円 388,212 円

（５）昇給期間短縮の状況（水道事業職員を除く）

（注）１ 職員手当には退職手当を含まない。　２ 給与費は当初予算に計上された額。
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（８）特別職の報酬等の状況（平成 17年４月１日現在）
区　　　　分 給料等月額 期　末　手　当

給　　　料
町　　　長 806,000 円
助　　　役 645,000 円 6 月期 1.60 月分
収　入　役 605,000 円

12 月期 1.70 月分

報　　　酬
議　　　長 291,000 円

計 3.30 月分副　議　長 234,000 円
議　　　員 210,000 円

３．職員の勤務時間その他の勤務条件

（１）勤務時間の状況

1週間の正規
の勤務時間

１日の正規
の勤務時間

開始時間 終了時間 休憩時間 休息時間

40 時間 8 時間 8：30 17：15 12：15 ～ 13：00 12：00 ～ 12：15 17：00 ～ 17：15

（３）年次休暇状況（平成 16年実績）
年次有給休暇は、毎年ごとに 20 日付与され（途中採

用者を除く。）、20 日を超えない範囲内の残日数は、翌年

に繰り越すことができる。（限度 40 日）

総取得日数 全対象職員数 平均取得日数

　1685.5 日
197 人

（教育長を含む）
8.5 日

（２）育児休業の取得状況（平成 16年度実績）

取得者数 ３月未満
３月以上

６月未満

６月以上

１年未満
１年以上

5 人 1 人 1 人 3 人 ─

４．職員の分限及び懲戒処分の状況

　　該当なし

５．職員の服務状況

服務規律遵守のための取組み

平成 16 年度に規律及び指示事項等の遵守ため、小

冊子を全職員に配布。

６．職員の研修及び勤務成績の評定状況

（１）研修の状況

実　施　主　体 研　　修　　名 受　講　者　数

新潟県自治研修所

課長級研修 2 人
課長補佐級研修 2 人
係長研修 3 人
主任・主査研修 5 人
専門研修（行政法） 1 人

新潟県市町村総合事務組合
一般職員２部研修 1 人
新採用職員研修 7 人
専門研修（財務、接遇、給与等） 9 人

市町村職員中央研修所

（市町村アカデミー）

市町村税徴収事務研修 1 人
住民とのコミュニケーション研修 1 人
環境と共生の環境づくり研修 1 人

（２）勤務成績の評定状況

職員の成績評定の導入について、現在検討中。

7．職員の福祉及び利益保護の状況

区　　　　分 事　　業　　名 事　業　概　要

厚　生　制　度

定期健康診断 定期健康診断及び事後指導

人間ドック １日人間ドック

各種検診 大腸癌検診、骨粗鬆症検診等

健康増進教育 健康相談、禁煙サポート

元気回復事業 町村会主催スポーツ大会

共　済　制　度

（県市町村職員共済組合事業）

短期給付 保健給付（医療保険）、休業給付等

長期給付 退職共済年金、障害共済年金等

福祉事業 貸付事業、保健事業等

※平成16年度に新たに取得した職員。取得者は、全て女性職員。

　

十
月
二
十
一
日
（
金
）
町
文
化
会

館
に
お
い
て
、
今
年
で
五
回
目
と
な

る
聖
籠
中
学
校
「
秋
灯
祭
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
一
・
二
年
生
は
合
同

で
五
ブ
ロ
ッ
ク
に
、
三
年
生
は
ク
ラ

ス
ご
と
に
分
か
れ
て
の
発
表
で
す
。

　

生
徒
た
ち
は
、
部
活
動
な
ど
他
の

活
動
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
り
な
が

ら
、
少
な
い
時
間
の
中
で
集
中
し
て

舞
台
創
造
や
練
習
、
準
備
な
ど
を
行

い
、
本
番
に
備
え
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
生
徒
の
手
作
り
に
よ
る

各
チ
ー
ム
の
紹
介
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が

来
場
者
に
配
布
さ
れ
、
目
を
通
し
た

瞬
間
に
生
徒
た
ち
の
秋
灯
祭
に
か
け

る
思
い
と
練
習
風
景
な
ど
が
伝
わ
っ

て
く
る
す
ば
ら
し
い
も
の
で
し
た
。

　

合
唱
な
ど
の
発
表
で
は
、
生
徒
か

ら
は
今
日
ま
で
準
備
し
て
き
た
こ
と

を
や
り
遂
げ
た
満
足
感
と
感
動
か
ら

か
涙
を
拭
う
姿
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
鑑
賞
に
訪
れ
た
保
護
者
や

地
域
の
大
勢
の
皆
さ
ん
か
ら
温
か
い

声
援
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

生
徒
た
ち
の
「
現
代
（
い
ま
）
か

ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
は
確
実
に
未
来

へ
届
く
こ
と
と
思
い
ま
す
。

※
秋
灯
祭

　

〝
秋
深
ま
る 

こ
の
ひ
と
と
き 

互

い
の
心
に 

ぽ
っ
と
灯
が
と
も
さ
れ

る
… 

そ
ん
な
感
動
的
な
行
事
に
し

た
い
ね
…
〞｢

秋
灯
祭｣

の
名
前
の

由
来
で
す
。

　

今
年
で
五
回
目
を
迎
え
る｢

秋
灯

祭｣

は
こ
れ
ま
で
と
次
の
点
で
違
い

ま
し
た
。

・ 

舞
台
創
造
面
は
も
ち
ろ
ん
、
運
営

面
も
生
徒
が
中
心
と
な
っ
て
活
動

を
進
め
て
き
た
点

・ 

他
の
活
動
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
り

な
が
ら
、
少
な
い
時
間
の
中
で
集

中
し
て
活
動
を
し
て
き
た
点

・ 

今
日
的
な
課
題
に
対
し
て
自
分
な

り
の
考
え
を
も
ち
、
互
い
に
考
え

て
交
流
し
て
き
た
点

　

亀
代
小
学
校
で
は
、
毎
年
春
と
秋

に
全
校
で
学
校
周
辺
の
ク
リ
ー
ン
大

作
戦
を
行
っ
て
い
ま
す
。　

春
に
は
、

老
人
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
に
協
力
を
い

た
だ
き
児
童
と
合
同
で
実
施
。
秋
の

ク
リ
ー
ン
大
作
戦
は
、
全
校
で
の
取

り
組
み
と
し
て
十
月
の
下
旬
か
ら
学

年
ご
と
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　

十
一
月
四
日
（
金
）
に
は
六
年
生

の
児
童
が
、
側
溝
掃
除
、
土
手
の
ゴ

ミ
拾
い
、
学
校
前
の
ト
ン
ネ
ル
の
落

書
き
消
し
、
花
壇
へ
の
球
根
植
え
な

ど
を
各
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
大
作

戦
開
始
。

　

側
溝
掃
除
グ
ル
ー
プ
は
、
松
葉
な

ど
が
一
輪
車
に
一
杯
に
な
り
積
み
き

れ
ず
最
後
に
は
リ
ヤ
カ
ー
で
ゴ
ミ
運

び
、
ト
ン
ネ
ル
の
落
書
き
は
ク
レ
ン

ザ
ー
と
雑
巾
で
力
を
込
め
て
ふ
き
取

り
ま
し
た
。

　

約
一
時
間
の
清
掃
で
、
学
校
前
の

道
路
、
ト
ン
ネ
ル
、
松
林
は
見
違
え

る
ほ
ど
き
れ
い
に
な
り
ま
し
た
。
児

童
の
皆
さ
ん
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

聖籠
中学校

亀代
小学校

A
r
t 

F
e
s
t
i
v
a
l

聖
籠
中
学
校　

秋
灯
祭

―
 

未
来
に
届
け
現い

ま代
か
ら
の
メ
�
セ
�
ジ ―

A
r
t 

F
e
s
t
i
v
a
l

聖
籠
中
学
校　

秋
灯
祭

―
 

未
来
に
届
け
現い

ま代
か
ら
の
メ
�
セ
�
ジ ―

学
校
周
辺
をクリ

�
ン
大
作
戦

学
校
周
辺
をクリ

�
ン
大
作
戦
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亀
代
小
学
校
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
委

員
会
で
は
、
年
間
を
通
し
ア
ル
ミ
缶

を
集
め
る
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

手
づ
く
り
の
チ
ラ
シ
を
作
成
し
、
繰

り
返
し
呼
び
掛
け
、
そ
の
結
果
今
回

は
手
押
し
車
二
台
を
購
入
し
ま
し

た
。

　

十
一
月
二
日
（
水
）
生
徒
玄
関
前

に
て
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
を
利

用
さ
れ
て
い
る
本
間
ヨ
シ
ノ
さ
ん

（
藤
寄
）
に
お
渡
し
す
る
事
が
出
来

ま
し
た
。

　

委
員
長
の
六
年
渡
辺
誠
子
さ
ん
は

「
思
っ
た
以
上
に
喜
ん
で
い
た
だ
け

て
嬉
し
か
っ
た
。」
副
委
員
長
の
六

年
須
貝
友
貴
さ
ん
は
「
直
接
渡
す
こ

と
が
で
き
て
良
か
っ
た
。」
と
二
人

共
ホ
ッ
と
し
た
様
子
を
見
せ
な
が
ら

も
笑
顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

手
押
し
車
一
台
を
購
入
す
る
に

は
、
ア
ル
ミ
缶
百
キ
ロ
が
必
要
で

す
。
今
回
は
二
台
で
し
た
か
ら
二
百

キ
ロ
。
集
め
る
の
に
一
年
ほ
ど
か
か

り
ま
し
た
。

　

「
捨
て
れ
ば
ゴ
ミ
、
集
め
れ
ば
資

源
」
ア
ル
ミ
缶
を
一
本
ず
つ
コ
ツ
コ

ツ
と
集
め
続
け
る
事
は
、
地
味
で
面

倒
な
作
業
で
す
が
、
誰
で
も
参
加
で

き
る
大
切
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で

す
。

　

児
童
か
ら
家
庭
へ
、
家
庭
か
ら
地

域
へ
と
こ
の
協
力
の
輪
が
少
し
ず
つ

大
き
く
な
り
ま
す
よ
う
に
…

　

十
月
二
十
日
、
亀
代
こ
ど
も
園
の

五
歳
児
は
、
思
い
出
作
り
の
一
つ
と

し
て
電
車
に
乗
っ
て
せ
ん
べ
い
焼
き

を
体
験
し
て
き
ま
し
た
。

　

電
車
で
佐
々
木
駅
か
ら
新
崎
駅
ま

で
行
く
途
中「
飛
行
機
よ
り
早
い
よ
〜
」

「
初
め
て
電
車
に
乗
る
よ
」
と
テ
ン

シ
ョ
ン
ア
ッ
プ
。
新
崎
駅
か
ら
園
バ

ス
で
せ
ん
べ
い
王
国
へ
。

　

せ
ん
べ
い
王
国
へ
着
く
と
、
さ
っ

そ
く
せ
ん
べ
い
焼
き
の
体
験
で
す
。

か
な
り
暑
く
頭
か
ら
汗
を
流
し
な
が

ら
も
、
全
員
が
焼
き
上
げ
ま
し
た
。

試
食
中
「
お
い
し
い
？
」
の
問
い
か

け
に
も
返
事
も
返
せ
な
い
ほ
ど
お
い

し
そ
う
に
食
べ
て
い
ま
し
た
。

　

お
母
さ
ん
の
一
言
「
い
い
音
！
」。

食
べ
る
た
び
に
い
い
匂
い
が
プ
ン
プ

ン
。
お
せ
ん
べ
い
を
二
枚
ぺ
ろ
り
と

平
ら
げ
た
の
に
、「
次
は
お
弁
当
食

べ
に
行
く
よ
〜
」
の
声
に
「
や
っ

た
！
」
と
濁
川
公
園
へ
向
か
い
ま
し

た
。
楽
し
い
一
日
だ
っ
た
ね
。

亀代
小学校

亀代
こども園

　

ア
ル
ミ
缶
を
集
め
て

　

手
押
し
車
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

　

ア
ル
ミ
缶
を
集
め
て

　

手
押
し
車
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

�
せ
ん
べ
い
�
を
焼
き
に

電
車
で
G
O
！

�
せ
ん
べ
い
�
を
焼
き
に

電
車
で
G
O
！

　

蓮
野
こ
ど
も
園
で
は
十
月
十
七
日
、

焼
き
い
も
パ
ー
テ
ィ
ー
が
催
さ
れ
ま

し
た
。
今
年
の
さ
つ
ま
い
も
は
大
豊

作
。
園
庭
に
は
収
穫
さ
れ
山
積
み
の

さ
つ
ま
い
も
が
子
ど
も
た
ち
を
待
っ

て
い
ま
す
。
先
生
か
ら
〝
美
味
し
い

焼
き
い
も
の
作
り
方
〞
の
お
話
を
し
っ

か
り
と
聞
き
、
腕
ま
く
り
を
し
た
子

ど
も
た
ち
は
早
速
準
備
に
取
り
か
か

り
ま
す
。

　

ま
ず
、
さ
つ
ま
い
も
の
皮
が
取
れ

な
い
よ
う
に
両
手
で
や
さ
し
く
洗
い

ま
す
。
そ
し
て
新
聞
紙
を
広
げ
破
ら

な
い
よ
う
上
手
に
包
み
ま
す
。
そ
の
ま

ま
お
水
に
浸
し
な
が
ら
「
一
・
二
・
三
…

十
」
と
大
き
な
声
で
数
え
た
後
、
ア

ル
ミ
箔
で
新
聞
紙
が
見
え
な
い
よ
う

に
し
っ
か
り
と
く
る
ん
で
完
成
で
す
。

小
さ
な
手
で
の
大
作
業
、
三
歳
児
の

お
友
達
は
五
歳
児
の
お
友
達
と
一
緒
に

頑
張
り
ま
し
た
。

　

「
次
は
何
を
す
る
の
か
な
？
」
と
先

生
の
問
い
か
け
に
、「
食
べ
る
〜
！
」

と
即
座
に
声
が
あ
が
り
ま
す
。
い
え

い
え
違
い
ま
す
よ
、
最
後
に
包
ん
だ

さ
つ
ま
い
も
を
た
き
火
の
中
に
入
れ

る
作
業
が
残
っ
て
い
ま
し
た
。
お
き

火
と
は
い
え
近
づ
く
と
熱
い
場
所
か

ら
上
手
に
投
げ
入
れ
る
事
が
で
き「
美

味
し
く
な
〜
れ
！
」
と
お
ま
じ
な
い
。

後
は
出
来
上
が
り
を
待
つ
だ
け
で
す
。

　

「
出
来
ま
し
た
〜
！
」
の
先
生
の
声

に
、
園
庭
に
集
ま
る
子
ど
も
た
ち
。

出
来
た
て
ア
ツ
ア
ツ
ほ
っ
く
ほ
く
の

焼
き
い
も
が
全
員
に
配
ら
れ
ま
し
た
。

一
口
食
べ
る
と
ど
の
お
顔
も
ニ
ッ
コ

ニ
コ
。
み
ん
な
で
作
っ
て
み
ん
な
で

食
べ
る
と
ど
う
し
て
こ
ん
な
に
美
味

し
い
の
で
し
ょ
う
ね
。

　

十
月
十
九
日
、
町
内
全
域
を
対
象

と
し
た
総
合
防
災
訓
練
に
併
せ
、
蓮

潟
こ
ど
も
園
で
は
毎
年
行
な
わ
れ
て

い
る
園
児
引
渡
し
訓
練
が
あ
り
ま
し

た
。

　

園
児
の
帰
り
支
度
中
に
地
震
、
出

火
が
発
生
と
い
う
設
定
。
園
児
た
ち

は
ク
ラ
ス
ご
と
に
集
ま
り
、
保
護
者

の
迎
え
を
待
ち
ま
す
。
園
で
は
、「
園

児
引
渡
し
訓
練
カ
ー
ド
」
を
作
成
し

て
突
然
の
災
害
に
備
え
て
い
ま
す
。

　

〝
緊
急
連
絡
網
で
正
確
、
確
実
、

早
く
連
絡
を
し
て
園
児
を
迎
え
に
行

く
〞
と
い
う
園
の
ね
ら
い
通
り
、
ど

の
保
護
者
も
素
早
く
迎
え
に
き
て
お

り
、
仕
事
場
か
ら
制
服
姿
で
迎
え
に

こ
ら
れ
る
保
護
者
の
姿
も
見
ら
れ
ま

し
た
。

　

「
○
○
の
母
で
す
。
迎
え
に
来
ま

し
た
」
と
伝
え
無
事
全
員
の
園
児
が

引
き
渡
さ
れ
ま
し
た
。
ど
の
ご
家
庭

も
避
難
訓
練
の
必
要
が
あ
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
？

蓮野
こども園

蓮潟
こども園

焼
き
い
も
大
会

� 

み
ん
な
で
食
べ
る
と
お
い
し
い
な
♪ 

�

焼
き
い
も
大
会

� 

み
ん
な
で
食
べ
る
と
お
い
し
い
な
♪ 

�

保
護
者
参
加園児

引
渡
し
訓
練

保
護
者
参
加園児

引
渡
し
訓
練
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離
乳
食
試
食
会
を
終
え
て

�
初
期
五
�
六
か
月
�

　

九
月
十
三
日
す
く
す
く
サ
ロ
ン
さ

く
ら
ん
ぼ
に
て
、｢

離
乳
食
試
食
会｣

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
日
は
、
生

後
五
か
月
〜
六
か
月
の
離
乳
初
期
の

赤
ち
ゃ
ん
が
対
象
で
し
た
が
、
風
邪

が
は
や
っ
て
い
る
よ
う
で
、
あ
い
に
く

参
加
者
は
一
名
だ
け
で
し
た
。

　

五
か
月
を
迎
え
た
ば
か
り
の
山
倉

の
宮
村
優
ち
ゃ
ん
は
、
お
う
ち
で
は

み
そ
汁
の
上
澄
み
を
口
に
含
む
程
度

で
、
お
母
さ
ん
は
「
ど
ん
な
も
の
が
出

さ
れ
る
か
興
味
が
あ
っ
て
来
ま
し
た
」

と
お
話
を
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
が
ま
さ
に
「
離
乳
食
デ

ビ
ュ
ー
」
で
す
。
七
分
か
ゆ
と
人
参
を

煮
て
す
り
つ
ぶ
し
た
も
の
を
お
母
さ

ん
か
ら
口
に
運
ん
で
も
ら
い
ま
す
が
、

初
め
て
の
食
事
と
あ
っ
て
、
ち
ょ
っ
と

食
べ
に
く
そ
う
で
し
た
。
慣
れ
さ
せ
る

意
味
で
二
、三
口
食
べ
て
も
ら
い
、
お

し
ま
い
に
な
り
ま
し
た
。

一
時
預
か
り
の
お
部
屋
で
は

　

一
時
預
か
り
の
お
部
屋
で
は
、
０
歳

か
ら
一
歳
児
三
人
が
ち
ょ
う
ど
給
食
を

食
べ
て
い
ま
し
た
。

　

先
生
か
ら
少
し
ず
つ
お
皿
に
よ

そ
っ
て
も
ら
い
、
ど
の
子
も
手
づ
か
み

で
食
べ
ま
す
。
小
さ
い
う
ち
に
手
を

使
っ
て
食
べ
る
こ
と
で
手
の
運
動
を
活

発
に
し
、
フ
ォ
ー
ク
や
お
箸
が
う
ま

く
使
え
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

自
分
か
ら
食
べ
る
子
、
ま
だ
食
べ

さ
せ
て
欲
し
い
子
と
そ
れ
ぞ
れ
で
す

が
、
友
達
に
触
発
さ
れ
て
し
だ
い
に

自
分
か
ら
食
べ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く

そ
う
で
す
。
時
間
が
か
か
っ
て
も
じ
っ

く
り
と
、
食
べ
た
い
だ
け
食
べ
さ
せ
て

あ
げ
よ
う
と
、
先
生
方
も
根
気
強
く

食
事
に
付
き
合
い
ま
す
。

　

た
く
さ
ん
遊
ん
だ
後
だ
け
に
、
根

菜
な
ど
の
野
菜
や
、
ふ
の
煮
つ
け
な

ど
も
り
も
り
と
平
ら
げ
、
ど
の
子
も

お
皿
が
き
れ
い
に
な
っ
た
と
こ
ろ
で
給

食
が
終
了
し
ま
し
た
。

  

子
育
て
ポ
イ
ン
ト

�
手
づ
か
み
は
�
食
べ
た
い
�

意
欲
の
表
れ
�

　

手
づ
か
み
食
べ
で
学
ぶ
こ
と･･

手
で

口
に
運
ぶ
の
は
、
自
分
で
食
べ
よ
う
と

す
る
意
欲
の
表
れ
で
あ
り
、
生
き
る

意
欲
の
表
れ
で
す
。
目
で
見
て
、
手

で
つ
か
ん
で
、
目
と
手
、
手
と
口
の
協

応
動
作
を
学
び
、
食
材
を
手
指
で
つ

ま
む
加
減
を
習
得
し
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
食
の
自
立
や
機
能
面
の

発
達
以
外
に
も
、
心
の
発
達
を
促
し

ま
す
。
片
付
け
を
考
え
る
と
大
変
で

す
が
、
少
し
心
に
ゆ
と
り
を
持
っ
て

取
り
組
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

聖籠
こども園

　

ぼ
く
の
名
前
は
「
翔(

し
ょ
う)

」。

ご
主
人
の
渡
辺
晴は

る
よ
し芳

さ
ん（
網
代
浜
）

は
、
雨
の
日
も
雪
の
日
も
毎
日
ぼ
く

と
一
緒
に
散
歩
を
し
て
く
れ
る
ん

だ
。
歩
く
時
の
必
需
品
は
ビ
ニ
ー
ル

袋
と
ス
コ
ッ
プ
。
僕
の
フ
ン
を
ち
ゃ

ん
と
片
付
け
て
く
れ
る
よ
。
当
た
り

前
っ
て
み
ん
な
思
う
か
も
し
れ
な
い

け
れ
ど
、
道
の
途
中
に
は
友
達
が
残

し
て
い
っ
た
〝
モ
ノ
〞
が
あ
ち
こ
ち

に
落
ち
て
い
る
の
は
何
故
な
ん
だ
ろ

う
？

　

ま
だ
ま
だ
、
そ
れ
だ
け
じ
ゃ
な
い

よ
。
タ
バ
コ
の
吸
殻
や
ビ
ー
ル
の
空

き
缶
、
ス
ー
パ
ー
の
袋
に
詰
ま
っ
た

カ
ッ
プ
麺
の
か
ら
、
壊
れ
た
傘
も
落

ち
て
い
る
ん
だ
。
で
も
ね
『
環
境
監

視
委
員
』
を
任
さ
れ
て
い
る
ご
主
人

が
毎
日
毎
日
拾
い
続
け
て
も
、
ゴ
ミ

が
無
く
な
ら
な
い
の
は
何
故
な
の
？

　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
朝
の
散
歩
、
買

物
や
ち
ょ
っ
と
お
友
達
の
家
へ
…
な

ど
な
ど
、
そ
ん
な
時
ポ
ケ
ッ
ト
に
ビ

ニ
ー
ル
袋
を
入
れ
て
お
い
て
く
れ
な

い
か
な
。
も
し
ゴ
ミ
に
気
が
付
い
た

ら
す
ぐ
拾
え
る
で
し
ょ
？
残
念
な
が

ら
ぼ
く
は
ま
だ
ご
主
人
の
お
手
伝
い

が
出
来
な
い
け
れ
ど
、
そ
ん
な
小

さ
な
心
遣
い
が
広
が
っ
て
気
持
ち
の

い
い
散
歩
道
に
な
る
の
は
嬉
し
い
ワ

ン
！

　

聖
籠
こ
ど
も
園
が
全
県
下

応
募
総
数
一
、
二
七
六
校
・

園
の
中
か
ら
「
よ
い
歯
の
優

秀
園
」
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

聖
籠
こ
ど
も
園
で
は
看
護
師

を
中
心
に
職
員
が
一
丸
と
な

り
、
乳
児
期
か
ら
口
腔
衛
生

の
向
上
に
努
力
し
て
き
ま
し

た
。

　

給
食
後
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
お
や
つ
後
も
は
み
が
き

を
徹
底
さ
せ
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
園
と
保
護
者
で
お
互

い
に
で
き
る
部
分
を
分
担
し

て
協
力
し
あ
っ
て
き
た
こ
と

が
今
回
の
受
賞
に
つ
な
が
っ

た
も
の
で
す
。

0日時　4会場　3内容　2対象　1申し込み　5問い合わせ

聖
籠
こ
ど
も
園

第
四
十
七
回
新
潟
県
よ
い
歯
の

学
校
・
園
運
動
に
お
い
て

優
秀
園
に
選
ば
れ
る

聖
籠
こ
ど
も
園

第
四
十
七
回
新
潟
県
よ
い
歯
の

学
校
・
園
運
動
に
お
い
て

優
秀
園
に
選
ば
れ
る▲賞状と楯に大喜びの聖籠こども園

よい歯の幼児組

0
12
月
２
日
（
金
）

　

午
後
７
時
〜
８
時
30
分

4
聖
籠
こ
ど
も
園

　

す
く
す
く
サ
ロ
ン
「
さ
く
ら
ん

ぼ
」
で
は
、
聖
籠
こ
ど
も
園
保
護

者
Ｏ
Ｂ
の
稲
垣
さ
ん
を
お
迎
え
し

て
子
育
て
体
験
の
お
話
を
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　

お
父
さ
ん
の
子
育
て
奮
闘
や
悩

み
な
ど
、
み
ん
な
で
お
し
ゃ
べ
り

し
合
い
ま
せ
ん
か
。
お
父
さ
ん
が

参
加
し
や
す
い
よ
う
に
夜
に
計
画

し
ま
し
た
。

　

大
勢
の
お
父
さ
ん
の
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。
参
加
を
希
望

さ
れ
る
方
は
聖
籠
こ
ど
も
園
ま
で

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

☎
２
７―

３
３
２
２

お
父
さ
ん
の
お
し
ゃ
べ
り
会

開
催
の
お
知
ら
せ

お
父
さ
ん
の
お
し
ゃ
べ
り
会

開
催
の
お
知
ら
せ

　

ハ
ガ
キ
に
よ
る
広
聴
制
度
『
町
政
ポ
ス
ト
』
に
ご
意
見
ご
要
望

を
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

町
政
ポ
ス
ト
Ｑ
＆
Ａ

翔くん

ま
ち
を
き
れ
い
に

　

ぼ
く
の
ま
ち
に

ゴ
ミ
を
捨
て
な
い
で
!!

ま
ち
を
き
れ
い
に

　

ぼ
く
の
ま
ち
に

ゴ
ミ
を
捨
て
な
い
で
!!

ま
ち
を
き
れ
い
に

　

ぼ
く
の
ま
ち
に

ゴ
ミ
を
捨
て
な
い
で
!!

町
政
ポ
ス
ト
Ｑ
＆
Ａ

　
　

ス
ポ
ー
ツ
の
秋
、
芸

術
の
秋
、
食
欲
の
秋
と
秋
は

い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　

今
年
度
、
聖
籠
町
で
は
ス

ポ
ー
ツ
に
特
に
力
を
入
れ

て
い
る
よ
う
で
す
が
、
絵
画

ス
ク
ー
ル
、
英
会
話
ス
ク
ー

ル
、
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ

ン
ト
な
ど
で
何
回
か
継
続
す

る
事
業
の
紹
介
、
又
は
予
定

さ
れ
て
い
る
も
の
は
あ
り
ま

す
か
？ 

（
匿
名)

　
　

こ
の
度
は
、
町
政
ポ
ス

ト
に
投
稿
い
た
だ
き
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

ご
質
問
に
お
答
え
し
ま
す
。

　

現
在
、
生
涯
学
習
の
推

進
の
一
環
と
し
て
通
年
で
利

用
で
き
る
「
学
び
カ
レ
ン

ダ
ー
」
と
い
う
冊
子
を
発
行

し
て
全
戸
配
布
を
し
て
い
ま

す
。
そ
の
冊
子
の
中
で
、
各

種
の
自
主
的
な
活
動
を
行
っ

て
い
る
サ
ー
ク
ル
の
紹
介
と

会
員
募
集
の
案
内
を
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
町
民
会
館
の
窓
口

や
電
話
紹
介
が
あ
り
ま
し
た

際
に
は
、
希
望
さ
れ
る
サ
ー

ク
ル
の
紹
介
や
冊
子
を
提
供

す
る
な
ど
し
て
お
り
ま
す
。

今
後
も
そ
の
よ
う
な
対
応
を

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
今
後
の
計
画
で
す

が
、
い
く
つ
か
の
サ
ー
ク
ル

は
、
町
（
社
会
教
育
課
）
開

設
の
講
座
に
参
加
し
、
そ
こ

で
育
ち
自
主
活
動
に
移
行
し

た
も
の
で
す
が
、
今
後
も
町

民
の
皆
さ
ん
に
文
化
的
で
豊

か
な
生
活
を
送
っ
て
い
た
だ

く
た
め
に
、
現
存
す
る
サ
ー

ク
ル
以
外
で
住
民
ニ
ー
ズ
が

高
く
、
文
化
振
興
や
町
の
活

性
化
に
つ
な
が
る
も
の
が
あ

る
場
合
は
、
新
た
な
講
座
の

開
設
を
検
討
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。担

当

：

社
会
教
育
課

QA

　

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か

　
　
　

す
く
す
く
サ
ロ
ン
さ
く
ら
ん
ぼ

　

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か

　
　
　

す
く
す
く
サ
ロ
ン
さ
く
ら
ん
ぼ
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10 月の
乳児健診から

　

今
回
は
双
子
の
男
の
子
を
お
持

ち
の
宮
尾
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま

し
た
。
妊
娠
五
か
月
の
と
き
、
超

音
波
検
査
で
双
子
だ
と
分
か
り
、

び
っ
く
り
し
た
そ
う
で
す
。

　

初
め
て
の
お
子
さ
ん
で
し
か
も

双
子
、
生
ま
れ
て
く
る
ま
で
ど
う

な
る
か
ま
っ
た
く
想
像
が
つ
か
な

か
っ
た
と
い
う
宮
尾
さ
ん
。
母
体

に
負
担
が
か
か
り
体
調
が
優
れ

ず
、
八
か
月
ち
ょ
っ
と
で
出
産
と

な
り
ま
し
た
。

　

生
ま
れ
た
後
は
、
そ
れ
は
目
の

回
る
よ
う
な
忙
し
さ
で
し
た
が
、

宮
尾
さ
ん
に
は
頼
も
し
い
味
方
、

同
居
の
お
姑
さ
ん
が
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
す
。
初
め
て
の
子
育
て
で
、

し
か
も
一
度
に
二
人
の
世
話
を
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
お
姑

さ
ん
が
手
伝
っ
て
く
だ
さ
る
の
で

「
と
て
も
心
強
い
で
す
」
と
に
っ

こ
り
。
こ
の
日
の
七
か
月
検
診

も
、
お
姑
さ
ん
が
付
き
添
わ
れ
て

来
ら
れ
ま
し
た
。

　

一
人
で
二
人
の
赤
ち
ゃ
ん
を
車

に
乗
せ
て
外
出
す
る
の
は
、
と
て

も
大
変
な
こ
と
で
す
も
の
ね
。
未

熟
児
で
生
ま
れ
た
和
真
く
ん
、
拓

真
く
ん
も
今
で
は
七
キ
ロ
ま
で
大

き
く
な
り
ま
し
た
。
お
か
ゆ
や
野

菜
な
ど
、
離
乳
食
を
よ
く
食
べ
て

く
れ
る
そ
う
で
す
。

　

晴
れ
た
日
に
は
双
子
用
の
ベ

ビ
ー
カ
ー
で
お
散
歩
、
お
話
か
ら

は
大
変
な
が
ら
も
、
マ
イ
ペ
ー
ス

で
子
育
て
を
楽
し
ん
で
い
ら
っ

し
ゃ
る
様
子
が
感
じ
ら
れ
ま
し

た
。
ま
だ
七
か
月
の
二
人
で
す

が
、
性
格
の
違
い
は
す
で
に
は
っ

き
り
分
か
る
そ
う
で
、
和
真
く
ん

は
お
っ
と
り
系
、
拓
真
く
ん
は
元

気
で
動
き
が
機
敏
な
お
子
さ
ん
だ

と
の
こ
と
で
す
。

　

お
姑
さ
ん
と
、
仲
よ
く
検
診
に

参
加
さ
れ
る
姿
が
印
象
的
な
宮
尾

さ
ん
で
し
た
。
お
忙
し
い
中
、
取

材
に
ご
協
力
下
さ
り
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

淺見　京
けいた

汰ちゃん
5か月児

さとう　ちせさん　3歳

まあさん　7歳

スティッチさん　13歳

ディズニーランドさん　10 歳

minku さん　13 歳

バナナんさん　14 歳

ちなさん　8歳

和磨さん　10 歳

ひよこクラブさん　13歳

宮
尾　

香か

お

り織
さ
ん
（
蓮
潟
）

　
　
　

和か

ず

ま真
く
ん
（
兄
）

　
　
　

拓た

く

ま真
く
ん
（
弟
）

と
も
に
七
か
月

ー
10
月
の
乳
児
健
診
会
場
に
て
ー

マ
マ
さ
ん
に

お
聞
き
し
ま
し
た
！

炯
ケイタ

汰さん　15 歳

この写真は保健福祉セン

ターで行われる乳児健診

会場で撮影しています。

元気に育ってね！

髙橋　　稜
りょう

ちゃん
4か月児

齋藤　正
ただあき

旺ちゃん
4か月児

佐藤　佑
ゆうき

樹ちゃん
4か月児

山﨑　雄
ゆうせい

世ちゃん
4か月児

石井　乙
おとめ

萌ちゃん
4か月児

鈴木梨
り

衣
い

奈
な

ちゃん
5か月児

高橋　拓
たくむ

夢ちゃん
4か月児

　

十
月
二
十
七
日
、
小
春
日
和

の
中
、
ス
ポ
ア
イ
ラ
ン
ド
で
〝
第

七
回
老
人
ク
ラ
ブ
、
グ
ラ
ウ
ン

ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
〞
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
楽
し

く
健
康
づ
く
り
と
い
う
目
的
ど
お

り
、
一
ゲ
ー
ム
が
八
ホ
ー
ル
で
、

六
ゲ
ー
ム
と
か
な
り
の
運
動
量
で

健
康
維
持
に
最
適
で
す
。
ゲ
ー
ム

中
は
、
失
敗
し
て
笑
い
、
ホ
ー
ル

イ
ン
ワ
ン
し
て
笑
い
、
「
馬
鹿
笑

い
し
て
い
た
ら
喉
が
痛
く
な
っ

た
」
と
若
者
以
上
に
楽
し
ん
で
い

ま
し
た
。　

　

ど
の
チ
ー
ム
も
お
互
い
に
声
を

か
け
あ
い
と
て
も
仲
が
い
い
様

子
。
男
性
優
勝
者
の
川
瀬
昭
さ
ん

は
「
こ
ん
な
も
ん
だ
な
！
」
と
自

信
た
っ
ぷ
り
。
女
性
優
勝
者
の
阿

部
ナ
ミ
さ
ん
は
「
ク
ラ
ブ
の
上
の

方
を
持
っ
た
ほ
う
が
い
い
よ
と
言

わ
れ
忠
実
に
守
っ
た
結
果
」
と
嬉

し
そ
う
に
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。

第
七
回 

聖
籠
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

〝
グ
ラ
ウ
ン
ド·

ゴ
ル
フ
大
会
〞
開
催

　

十
月
二
十
六
日
（
水
）
町
内
の

洋
梨
生
産
者
に
よ
る
『
ル 

レ
ク

チ
ェ
』
の
一
斉
収
穫
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
『
ル 

レ
ク
チ
ェ
』
は
収

穫
し
て
か
ら
、
一
週
間
の
冷
却
保

存
後
、
常
温
よ
り
少

し
高
め
の
温
度
で
三

週
間
ほ
ど
保
存
す
る

と
、
食
べ
頃
と
な
り

出
荷
さ
れ
ま
す
。

　

今
年
は
、
台
風
等

の
災
害
も
な
く
、
例

年
以
上
に
高
品
質
だ

そ
う
で
す
。
十
二
月

の
初
旬
に
は
、
甘
く
て
お
い
し
い

町
内
産
の
『
ル 

レ
ク
チ
ェ
』
が

店
頭
に
並
び
ま
す
の
で
、
是
非
お

試
し
に
な
っ
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
?

町
内
の
「
ル 

レ
ク
チ
�
」
が

一
斉
収
穫
さ
れ
ま
し
た
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こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
役
場
各
課
の
主
な
業
務
、
各
種
委
員
会
の
活
動

な
ど
を
町
民
の
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

掲
載
内
容
に
つ
い
て
の
、
ご
意
見
・
ご
質
問
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

担
当
課
又
は
総
務
課
広
報
担
当
ま
で
電
話
か
町
政
ポ
ス
ト
の
ハ
ガ
キ
で
お

寄
せ
く
だ
さ
い
。

　

広
報
せ
い
ろ
う
で
は
、
町
の
ス
ポ
ー

ツ
振
興
事
業
の
一
環
と
し
て
ア
ル
ビ

レ
ッ
ク
ス
新
潟
と
新
潟
聖
籠
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー
の
情
報
を
、
定
期
的
に
町
民

の
皆
さ
ん
に
ご
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

新
潟
聖
籠
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

『
ア
ル
ビ
レ
ッ
ジ
』
で
は
、
新
潟
の

ス
ポ
ー
ツ
を
支
え
て
く
だ
さ
る
皆
さ

ま
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

安
全
で
快
適
な
ス
ポ
ー
ツ
環
境
を
実

現
し
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
を
つ
く
る
こ
と
を
目
指
し
て

い
き
ま
す
。

　

そ
の
活
動
の
一
環
と
し
て
、
10
月

末
か
ら
11
月
に
か
け
て
『
第
２
回
ア

ル
ビ
レ
ッ
ジ
緑
化
ク
リ
ー
ン
大
作

戦
』
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
活
動

は
、一
般
の
方
か
ら
参
加
者
を
募
り
、

ア
ル
ビ
レ
ッ
ジ
を
美
し
い
緑
で
彩
る

お
手
伝
い
を
し
て
い
た
だ
く
も
の

で
、
今
回
で
２
回
目
と
な
り
ま
す
。

　

第
１
回
で
は
、
ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス

新
潟
ト
ッ
プ
チ
ー
ム
が
使
用
す
る

サ
ッ
カ
ー
コ
ー
ト
の
除
草
作
業
。
さ

ら
に
、
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
レ
ス
ト
ラ
ン

『
オ
レ
ン
ジ
・
カ
フ
ェ
』
の
玄
関
前

に
ひ
ま
わ
り
の
種
を
植
え
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
そ
の
と
き
植
え
て
い
た

だ
い
た
ひ
ま
わ
り
は
、
９
月
に
は
鮮

や
か
に
咲
き
誇
り
、
ア
ル
ビ
レ
ッ
ジ

を
訪
れ
た
方
々
の
目
を
楽
し
ま
せ
る

の
に
、
一
役
買
っ
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
活
動
で
は
、
ト
ッ
プ
チ
ー

ム
の
練
習
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
除
草
作
業

に
あ
た
っ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

満
開
に
咲
い
て
い
た
ひ
ま
わ
り
の
種

を
収
穫
。
ま
た
、
ひ
ま
わ
り
を
植
え

て
い
た
『
オ
レ
ン
ジ
・
カ
フ
ェ
』
の

玄
関
に
は
、
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
球
根

を
植
え
ま
し
た
。
玄
関
先
は
春
先
に

は
き
れ
い
な
花
で
い
っ
ぱ
い
に
な
る

こ
と
で
し
ょ
う
。

　

ご
参
加
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま
、
本

当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ア
ル
ビ
レ
ッ
ジ
で
は
、
こ
れ
か
ら
も

『
緑
化
ク
リ
ー
ン
大
作
戦
』
を
実
施

し
て
い
く
予
定
で
す
。
き
れ
い
で
快

適
な
ス
ポ
ー
ツ
環
境
の
実
現
に
、
ご

協
力
い
た
だ
け
る
方
々
の
ご
参
加
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

緑
化
ク
リ
ー
ン
大
作
戦
や
フ
ッ
ト

サ
ル
、
８
人
制
サ
ッ
カ
ー
の
各
種
大

会
で
盛
り
上
が
る『
ア
ル
ビ
レ
ッ
ジ
』

に
、
新
し
い
活
動
が
加
わ
り
ま
し

た
。
そ
の
ス
ポ
ー
ツ
は
ヨ
ガ
。
ヨ
ガ

は
、
近
年
ダ
イ
エ
ッ
ト
や
健
康
、
美

容
に
効
果
が
あ
る
と
急
激
に
注
目
を

集
め
て
い
ま
す
が
、
こ
の
た
び
『
ア

ル
ビ
レ
ッ
ジ
』
で
も
、
専
門
の
イ
ン

ス
ト
ラ
ク
タ
ー
に
よ
る
ヨ
ガ
の
レ
ッ

ス
ン
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　

レ
ッ
ス
ン
が
行
わ
れ
る
の
は
、『
ア

シ
ュ
タ
ン
ヨ
ガ
』
と
呼
ば
れ
る
も
の

で
、
様
々
な
ポ
ー
ズ
を
呼
吸
に
あ
わ

せ
て
連
続
的
に
つ
な
げ
て
い
く
ス
タ

イ
ル
の
ヨ
ガ
で
す
。
呼
吸
に
あ
わ
せ

た
動
き
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
体

も
心
も
開
放
さ
れ
、
心
身
の
リ
ラ
ッ

ク
ス
、
ス
ト
レ
ス
発
散
、
運
動
不
足
、

ダ
イ
エ
ッ
ト
な
ど
に
効
果
が
あ
り
ま

す
。

　

11
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た『
ヨ
ガ
』

ク
ラ
ス
は
、
初
心
者
ク
ラ
ス
か
ら
の

ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
す
の
で
、
初
め

て
の
方
で
も
安
心
し
て
ご
参
加
い
た

だ
け
ま
す
。
あ
な
た
も
『
ヨ
ガ
』
デ

ビ
ュ
ー
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
お
問

い
合
わ
せ
は
、
新
潟
聖
籠
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー
（
T
E
L

：

0
2
5―

2
5
7―

5
8
2
2
）
ま
で
。

緑
化
ク
リ
�
ン
大
作
戦
で

チ
�
�
リ
�
プ
の
球
根
を

植
え
ま
し
た

ア
ル
ビ
レ
�
ジ

�
ヨ
ガ
�
ク
ラ
ス
が

ス
タ
�
ト
！

Ｊ
１
リ
�
グ
戦

ク
ラ
イ
マ
�
ク
ス
に

突
入
！

　

い
よ
い
よ
2
0
0
5
年
の
Ｊ
１

リ
ー
グ
も
、
12
月
３
日
の
浦
和
レ
ッ

ズ
戦
を
も
っ
て
全
日
程
が
終
了
し

ま
す
。『
ア
ル
ビ
レ
ッ
ジ
』
を
拠
点

と
し
て
、
シ
ー
ズ
ン
を
通
じ
て
安

定
し
た
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
積
む
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
ホ
ー

ム
タ
ウ
ン
聖
籠
町
の
皆
さ
ま
に
は
、

大
変
お
世
話
に
な
っ
た
１
年
で
も

あ
り
ま
し
た
。

　

Ｊ
リ
ー
グ
の
シ
ー
ズ
ン
は
終
了

し
ま
す
が
、
ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟

の
挑
戦
は
ど
こ
ま
で
も
続
き
ま
す
。

試
合
で
良
い
結
果
を
得
る
の
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
地
域
に
貢
献
し
、

皆
さ
ま
に
愛
さ
れ
る
ク
ラ
ブ
づ
く

り
を
目
指
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
努

力
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

　

１
年
間
、
本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

・
弁
天
潟
の
蓮
刈
り
を
し
ま
し
た

　

今
年
も
白
鳥
の
飛
来
す
る
季
節
と

な
り
ま
し
た
。
弁
天
潟
に
も
冬
の
使

者
と
し
て
毎
年
２
０
０
羽
近
く
の
白

鳥
が
シ
ベ
リ
ア
か
ら
飛
来
し
て
、
訪

れ
る
人
々
の
心
を
和
ま
せ
て
く
れ
て

い
ま
す
。

　

こ
の
時
期
に
は
弁
天
潟
の
蓮
刈
り

を
地
元
の
蓮
野
研
究
会
に
お
願
い
し

て
白
鳥
が
羽
を
休
め
や
す
い
よ
う
に

し
て
い
ま
す
が
、
今
年
も
こ
の
作
業

が
無
事
に
終
わ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
冬
も
白
鳥
た
ち
の
た
め
に
、

餌
付
け
用
の
「
し
い
な
米
」「
パ
ン
」

「
茶
が
ら
」
等
を
集
め
て
い
ま
す
の

で
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
次
第
浜
浜
山
土
地
区
画
整
理
事
業

名
称
が
決
ま
り
ま
し
た

″
雄
心
の
大
地″

�
ウ
�
ル
ネ
ス
パ
�
ク
聖
籠
�

　

広
く
皆
様
か
ら
事
業
区
域
の
名
称

を
募
集
し
た
と
こ
ろ
多
く
の
ご
応
募

を
い
た
だ
き
、
こ
の
度
名
称
を
″
雄

心
の
大
地″

「
ウ
ェ
ル
ネ
ス
パ
ー
ク

聖
籠
」
に
決
定
し
ま
し
た
。

　

事
業
区
域
の
名
称
の
由
来
、
ウ
ェ

ル
ネ
ス
は
「
健
康
」
で
ゆ
っ
た
り
と

し
た
自
然
と
の
か
か
わ
り
の
な
か

で
、
３
つ
の
ゆ
う
（
裕
・
優
・
遊
）

を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
ス
ロ
ー
ラ
イ
フ

の
ま
ち
づ
く
り
、
す
べ
て
の
世
代
が

健
康
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ

く
り
を
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
ま
し
た
。

　

完
成
予
想
図
や
ま
ち
づ
く
り
プ
ラ

ン
な
ど
は
、
次
第
浜
浜
山
土
地
区
画

整
理
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ま
た
は

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ご
覧
い
た
だ

0
11
月
６
日
（
日
）

・
消
防
団
機
関
員
講
習
会
開
催

　

消
防
団
員
の
資
質
向
上
と
消
防
技

術
の
向
上
を
目
的
と
し
た
聖
籠
町

消
防
団
機
関
員
講
習
会
が
11
月
6
日

（
日
）
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
講
習
会
に
先
立
ち
、
役

場
と
消
防
幹
部
及
び
各
班
と
の
無
線

交
信
に
よ
る
感
度
確
認
が
行
わ
れ
、

そ
の
後
、
機
関
員
講
習
会
が
行
な
わ

れ
ま
し
た
。

　

講
習
会
で
は
、
先
に
消
防
ポ
ン
プ

の
構
造
、
操
作
方
法
、
火
災
現
場
と

水
利
と
距
離
が
あ
る
場
合
に
行
わ
れ

る
車
両
に
よ
る
中
継
放
水
の
方
法
な

ど
に
つ
い
て
講
義
を
受
け
、そ
の
後
、

ポ
ン
プ
４
台
を
使
っ
て
、
講
義
で
学

ん
だ
中
継
放
水
や
、
無
線
連
絡
の
方

法
等
の
実
技
講
習
が
行
な
わ
れ
ま
し

た
。

　

ま
た
、
講
習
会
の
最
後
に
は
、
消

防
車
両
に
積
載
す
べ
き
機
械
器
具
の

積
載
状
況
の
確
認
等
も
行
わ
れ
、
い

ざ
火
災
が
発
生
し
た
場
合
の
現
場
の

状
況
に
応
じ
た
機
材
の
使
い
方
、
配

置
、
動
作
な
ど
に
つ
い
て
、
参
加
し

た
団
員
、
皆
が
真
剣
に
学
ん
で
い
ま

し
た
。

・
教
育
委
員
が
学
校
長
か
ら
授
業
の

様
子
な
ど
の
説
明
を
受
け
る
学
校
訪

問
を
実
施

第
６
回
目 

10
月
11
日
（
火
）

4
山
倉
小
学
校

第
７
回
目 

10
月
25
日
（
火
）

4
蓮
潟
こ
ど
も
園

・
教
育
委
員
が
児
童
・
生
徒
と
一
緒

に
給
食
を
食
べ
な
が
ら
懇
談
す
る
訪

問
会
食
を
実
施

第
10
回
目 

10
月
６
日
（
木
）

4
蓮
野
小
学
校

第
11
回
目 

10
月
14
日
（
金
）

4
聖
籠
中
学
校

第
12
回
目 

10
月
24
日
（
月
）

4
亀
代
こ
ど
も
園

0
10
月
28
日
（
金
）

・
聖
籠
町
農
業
委
員
会
第
19
期
第
20

回
総
会

・ 

農
地
法
第
３
条
の
規
定
に
よ
る
譲

受
人
の
資
格
審
査
に
つ
い
て

・ 

事
業
計
画
変
更
承
認
申
請
に
つ
い

て
・ 

農
地
法
第
５
条
の
規
定
に
よ
る
許

可
申
請
に
つ
い
て

　

以
上
の
外
２
項
目
に
つ
い
て
審
議

さ
れ
ま
し
た
。

け
ま
す
。

　

ま
た
、
造
成
工
事
も
順
調
に
進
ん

で
お
り
、
夢
あ
る
街
の
す
が
た
を

徐
々
に
見
せ
始
め
て
い
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

：

﹇
次
第
浜
浜
山
土
地
区
画
整
理
組
合
﹈

h
ttp

://p
a
rk

2
3
.w

a
k
w

a
k
.co

m
/

̃h
am

ay
am

a/

﹇
聖
籠
町
役
場
﹈

h
ttp

://w
w

w
.to

w
n
.s

e
iro

.

n
iig

ata.jp

学 

校 

教 

育 

課

▲順調に進む造成工事

ふ
る
さ
と
整
備
課

生 

活 

環 

境 

課

農  

業  

委  

員  

会



広報聖籠 H17.12　 2021　 H17.12 広報聖籠

vol .44

交
通
安
全
に
関
す
る
こ
と
は

役
場
生
活
環
境
課 

☎
２
７

－

１
９
６
２
（
直
通
）

 年
　 
区分 10月 1月～ 10月（累計）

発生件数 死者数 傷者数 発生件数 死者数 傷者数

平成 17 年 6 0 15 89 2 132

平成 16 年 5 0 7 103 1 137

増　減 ＋1 0 ＋8 － 14 ＋1 － 5

町の交通事故
発生状況

　死亡等の重大交通事故が多く発生する“10 月中旬から年末までの 80 日間”

に交通事故を防止しようと“セーフティ・しばた in ラスト 80作戦”が 10 月

13 日から新発田警察署を中心に展開されています。この作戦と 10 月から県下

一斉に行われている「高齢者交通事故防止運動」を推進するため、新発田市と

聖籠町から約 500 人の高齢者の参加をいただき、推進大会が 10 月 20 日（木）

聖籠町町民会館で開催されました。

　当日は、交通安全功労者や団体への表彰伝達、安全講話、反射材の効果体験

や町交通安全指導員による交通安全寸劇で飲酒運転追放の呼びかけが行われま

した。また最後は、県警音楽隊による演奏会とカラーガード隊も加わったステー

ジドリルで大いに盛り上がりました。

年末まで８０日間の交通安全を誓う 
町民会館で“セーフティ・しばた in ラスト80作戦”推進大会

　秋から冬にかけては、日ごとに日没が早まります。例年、夕暮

れから夜間にかけての交通事故が多発するのもこの時期です。町

では、この時期の交通事故防止を図るため高齢者交通安全教室

(シルバーナイトスクール)を開催しています。

　今年も10月24日～26日の3日間、役場の駐車場で開催いたしま

した。

　ゲームと講話で高齢者事故の特徴を把握し、その後の反射材実

験では、

 ・反射材の効果と着用位置

 ・夜間に発見されやすい服装の色

 ・蒸発現象

を確認することができました。

　教室に参加した網代浜の堀トサ子さん（71）は「ゲームをとお

して楽しく高齢者事故のポイントを知ることができた」と、また

外畑の中村年夫さん（74）は「外での反射材実験は少し寒かった

が、実験で反射材の効果を実感したので、夜外出する時は必ず反

射材が付いているものを身につけて歩きたい」と話していました。

　新発田警察署管内における平成17年の交通事故死者数は10月

31日現在、7人。そのうちの6人が65歳以上の高齢者です。

　外出するときは、明るく目立つ服装と、靴や持ち物に反射材を

取り付け、車の運転者から見えやすいように配慮しましょう。

夕暮 れどきは 注 意！
高齢者交通安全教室

(シルバーナイトスクール ) 開催

　子どもたちが道路を安全に渡るために、町では小学校近くの横断歩道に“ストッ

プマーク”を設置しました。今後も児童の安全確保のため、設置箇所を増やしてい

きます。

道路を渡るときは安全確認！
横断歩道に

ストップマークを設置

新潟県交通安全
マスコット

「ルルちゃん」

交通事故防止
よろしく

お願いします！

　年末を迎え人や車の動きが慌しくなり、交通事故の多発が懸念されます。交通ルールを守り、正しい

交通マナーの実践を習慣づけ、交通事故防止に努めましょう

冬の道　カチッとしめよう　心とベルト
冬の交通事故防止運動が実施されます　12月 11日～ 12月 20日

【運動の重点】　●飲酒運転の追放　●高齢者の交通事故防止　●シートベルト着用の徹底

●高齢者の交通事故防止

　高齢者に対する交通安全教育

は、講習会ばかりでなく、老人ク

ラブの会合や道路で出会った機会

などもきっかけとしてとらえ、一

声かけることが事故防止につなが

ることから、継続して交通安全へ

の意識が高まるよう積極的に声か

けをしましょう。

　また、反射材などの効果の周知

と普及・活用の促進に努めましょ

う。

●飲酒運転の追放

○ 酒酔い運転…3年以下の懲役ま

たは50万円以下の罰金

○ 酒気帯び運転…1年以下の懲役

または30万円以下の罰金

○ 呼気検査拒否…30万円以下の

罰金

○ 危険運転致死傷罪

　 (人を死亡させた場合）…1年以

上の有期懲役(最長20年）

　 (人を負傷させた場合）…15年

以下の懲役

●シートベルト着用の徹底

　シートベルトは万一の交通事故

の時、身を守る大切な命綱です。

慣れている道路でも、必ず着用し

ましょう。

　また、交通事故による衝撃は、

運転席も後部座席も全く同じで

す。後部座席の人は前方の状況

が分からず、無防備な状態でエア

バックもありませんので、シート

ベルトを着用し、車外放出から身

を守りましょう。

反射材は目立っ

て安全だなあ！

全員で

締めよう！
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お問い合わせ先

町　役　場　　　☎２７－２１１１

町 民 会 館　　　☎２７－２１２１

図　書　館　　　☎２７－６１６６

保健福祉課（保健福祉センター内）

　　　　　　　　☎２７－６５１１

診　療　所　　　☎２７－１２３４

町
長
の
動
向

（
主
な
も
の
を
抜
粋
）

0日時　4会場　3内容　2対象　1申し込み　5問い合わせ

《保健福祉事業》
　ところ　保健福祉センター

◆心配ごと相談

　7日（水）21（水）

◆弁護士相談（要予約）

　15日（木）

15町社会福祉協議会

　☎ 27－ 6767
◆行政相談

　13日（火）

5役場総務課（内線 223）
◆乳幼児健康診査・各種学級

○妊婦学級（後期）

　13 日（火）午前 9 時 30 分～

○乳児健診

　16 日（金）午後 1 時 15 分～

○１歳２か月児歯科健診

　19 日（月）午後 1 時 15 分～

○１歳６か月児健診

　22 日（木）午後 1 時 15 分～

◆各種予防接種

（受付は 1 時 10 分からです）

○ＢＣＧ予防接種

　2 日（金）午後 1 時 40 分～

○三種混合予防接種

　8 日（木）午後 1 時 40 分～

○ポリオ予防接種

　15 日（木）午後 1 時 40 分～

12
月

１
日
・ 

水
産
業
振
興
・
漁
村
活

性
化
推
進
大
会

　
　

・ 

下
水
道
整
備
促
進
全
国

大
会

　
　

・ 

国
保
制
度
改
善
強
化
全

国
大
会

３
日
・ 

第
17
回
新
潟
県
自
治
体

に
働
く
保
健
師
の
集
い

４
日
・
聖
籠
町
親
善
剣
道
大
会

　
　

・ 

公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
新

潟
県
に
お
け
る
医
師
不

足
を
考
え
る
」

５
日
・ 

（社）
新
発
田
地
域
シ
ル
バ
ー

　
　
　

人
材
セ
ン
タ
ー
聖
籠
事

　
　
　

務
所
10
周
年
記
念
式
典

11
日
〜 

・
12
月
議
会
定
例
会
（
予
定
）

12
日
・ 

新
潟
県
国
民
健
康
保
険

団
体
連
合
会
理
事
会

15
日
・ 

新
発
田
地
域
広
域
事
務

組
合
予
算
査
定

19
日
・ 

農
家
組
合
長
会
議

20
日
・
区
長
会
議

26
日
〜
27
日

　
　

・
I
S
O
定
期
審
査

0日時　4会場　3内容　2対象　1申し込み　5問い合わせ

（注１） 届出の際にご承諾の押印をいただいた方
のみ掲載しております。

（注２） 略した文字で掲載している場合がありま
す。戸籍の氏名と異なることがあります。
ご了承ください。

死亡

 氏　名 年齢 行政区

神　田　與
よ

一
いちろう

郎さん (83 歳） 丸　潟

 渡　辺　キ　イさん (73 歳） 網代浜

 加　藤　ミツエさん (89 歳） 蓮　野

伊　藤　博
ひろ

　實
み

さん (61 歳） 蓮　潟

渋　谷　辰
たつ

　次
じ

さん (65 歳） 道賀新田

本　間　靖
やす

　夫
お

さん (65 歳） 本大夫

 斉　藤　スゞイさん (79 歳） 杉谷内

平　野　四
し

　郎
ろう

さん (94 歳） 亀　塚

高　橋　カネヨさん (89 歳） 網代浜

西　潟　ムツミさん (51 歳） 次第浜

婚姻
 新郎・新婦 行政区

 小　栁　芳
よし

　樹
き

さん

 （内山）　順
ゆき

　子
こ

さん 
東　山｝

 赤ちゃん 保護者 行政区

 そ　らちゃん ( 廣川　　純 ) 山諏訪山

 悠
ゆう

　翔
と

ちゃん ( 五十嵐信一 ) 外　畑

力
りき

　也
や

ちゃん ( 夏川　建夫 ) 網代浜

快
かい

　樹
き

ちゃん ( 平野　奨治 ) 次第浜

結
ゆう

　波
は

ちゃん ( 渡辺　剣司 ) 網代浜

瞳
とう

　真
ま

ちゃん ( 渡辺　正貴 ) 網代浜

彩
あや

　乃
の

ちゃん ( 山本　友晃 ) 藤　寄

わ　こちゃん ( 安藤　雄一 ) 山　倉

碧
たま

　姫
き

ちゃん ( 小林　重幸 ) 別　條

出生

H17.10.6 ～ 10.24
入　札　結　果

工事（件）名 契約額（円） 業 者 名 納 入 完 了 日 又 は
工事（委託）期間最終日

1
公下工第 20 号　大夫第 2マ
ンホールポンプ設置工事 7,035,000

㈱鶴見製作所
新潟支店

平成18年 3月22日

2
公下工第 37 号　大夫 114
号管渠整備工事 15,750,000 ㈱市川組 平成18年 3月22日

3
特下工第 31 号　本三賀
201 号管渠整備工事 7,350,000 ㈱長谷川建設 平成18年 3月22日

4
特下工第 32 号　真野 122
号管渠整備工事 23,205,000 ㈲入山建設 平成18年 3月22日

5
公下工第 32 号　杉谷内
549 号管渠整備工事 25,725,000 ㈱丸昭工務店 平成18年 3月22日

6
公下工第 27 号　杉谷内
959 号管渠整備工事 32,025,000 曽根建㈱ 平成18年 3月22日

7
公下工第 9 号　杉谷内
637 号管渠整備工事 21,945,000

㈱岩村組
聖籠支店

平成18年 3月22日

8
蓮潟こども園暖房用温水
配管改修工事 1,449,000 研冷工業㈱ 平成17年 11月 9日

9
特下工第 8 号　真野 128
号管渠整備工事 15,225,000 ㈱聖路総合 平成18年 3月22日

10
舗第 3 号　藤寄村中 4 号
線道路舗装工事 4,357,500

丸運建設㈱
下越支店

平成17年 12月 18日

11 町営住宅建築工事
不調により随意
契約随意契約額

22,260,000
㈱諏訪建設 平成18年 3月23日

●先生からのメッセージ●

　寝たきり予防のためにみんなで

筋力アップ

　介護を受ける２大原因は脳の病

気と体を動かす機能の低下です。

骨折や関節障害は骨量や軟骨の減

少だけでなく筋力低下も深く関係

しています。虚弱な体にならない

ためには日ごろの生活の中に運動

を取り入れることが大切です。

　全身振動トレーニング「ガリレ

オ」は下肢、体幹の体を支える筋

肉を刺激して、転倒、骨折、寝た

きりを防止する器械です。

　ガリレオを皆さんで体験し、継

続してみましょう。

　このマシーンは、振動板に 2

分間乗るだけで、2,600歩のウ

オーキングに匹敵し、足腰の筋

肉トレーニングができるもので

す。町では、体験者を募集して

います。

■対象：65 歳以上

■会場：聖籠町保健福祉センター

■期間：12 月 9 日（金）から

3 月 10 日（金）まで

■回数：週２回、３か月間

■申込締切：12 月７日（水）

15 保健福祉課 担当：御小柴

☎２７―６５１１

　紹介くださった「せいろうクリニッ

ク」整形外科の山本智章先生。
▲ 「ガリレオ」振動トレーニングマ
シーン

成人用おむつ・老齢障害者

◆ 成人おむつに係る費用の医
療費控除用証明書（介護保
険主治医意見書写し）の発
行について

　介護保険法要介護・要支援認

定を受け、おむつ代の医療費控

除を受けるのが２年目以降の方

で次の要件に該当する場合、介

護保険主治医意見書写しを発行

します。（平成 17 年中に使用し

たおむつ代を医療費控除として

平成 18 年に確定申告する場合

に発行します。）

■介護保険主治医意見書に次の

記載のある方

１ ．日常生活自立度が一定基準

以上（B1/B2/C1/C2）である

こと

２ ．発生の可能性の高い病態で

「尿失禁」の可能性が「あり」

であること

◆ 老齢者の所得税、地方税上
の障害者控除対象者認定書
の発行について

　年齢 65 歳以上で心身に障害

があり、身体障害者に準ずる方

に「障害者控除対象者認定書」

を次の要領で発行します。

■ 介護保険要介護・要支援認定
を受けている方

・ 介護保険認定調査票の日常生

活自立度等に基づき認定

■ 介護保険要介護・要支援認定
を受けていない方で「寝たき

り」、「認知症」の状態にある方

・ 保健福祉課職員が日常生活自

立度等の調査を行い、該当す

る場合は認定書を発行します

ので、希望される方は必ず事

前に保健福祉課へお問い合せ

ください。

※ ・平成 17年中にお亡くなりになった方の証明書も発行できます。

・ 発行には申請が必要です。希望される方は保健福祉課へお問い
合せください。

15保健福祉課（保健福祉センター内）  ☎２７－６５１１

-税金控除のための証明書を発行します-
申請は保健福祉課へ

「ガリレオ」振動トレーニングマシーン
体験者募集！

乗るだけでウオーキング

「ガリレオ」振動トレーニングマシーン
体験者募集！

乗るだけでウオーキング

「ガリレオ」振動トレーニングマシーン
体験者募集！

乗るだけでウオーキング
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選択する 選択しない

�
存
知
�
�
�
?

家
庭
裁
判
所
�
成
年
後
見
�
手
続
�

�
存
知
�
�
�
?

家
庭
裁
判
所
�
成
年
後
見
�
手
続
�

認
知
症
、
知
的
障
害
、
精
神
障

害
等
に
よ
り
判
断
能
力
が
不

十
分
な
方
は
、
家
庭
裁
判
所
の

成
年
後
見
の

手
続
き
を

利
用
で
き
ま
す

　

成
年
後
見
の
手
続
き
（
後
見
開

始
の
審
判
、
保
佐
開
始
の
審
判
、

補
助
開
始
の
審
判
）
に
よ
り
、
成

年
後
見
人
等
が
選
ば
れ
ま
す
。

　

成
年
後
見
人
等
は
、
本
人
の
気

持
ち
を
尊
重
し
、
か
つ
本
人
の
心

身
の
状
態
や
生
活
状
況
に
配
慮
し

な
が
ら
、
契
約
な
ど
を
代
理
し
、

本
人
の
財
産
を
管
理
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
本
人
の
権
利
を
守
り
ま

す
。

　

詳
し
く
は
、

　

新
潟
家
庭
裁
判
所
新
発
田
支
部

　

☎
2
4
―
0
1
2
1

　

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

最
近
、
母
が
認
知
症
に
な
り
、
判
断

や
記
憶
が
し
っ
か
り
し
て
い
な
い
よ
う

で
心
配
で
す
。
悪
質
な
住
宅
リ
フ
ォ
ー

ム
な
ど
の
契
約
を
結
ば
な
い
か
な
…

　

母
の
権
利
が
き
ち
ん
と
守
ら
れ
る
よ

う
に
す
る
に
は
、
ど
う
し
た
ら
い
い
の

で
し
ょ
う
か
?

　

息
子
は
、
知
的
障
害
を
持
っ
て
い
ま

す
。
今
は
私
が
元
気
だ
か
ら
自
宅
で
一

緒
に
生
活
で
き
る
け
ど
、
今
後
私
が
面

倒
を
み
ら
れ
な
く
な
っ
た
場
合
、
施
設

へ
の
入
所
手
続
き
な
ど
が
必
要
に
な
る

か
も
し
れ
な
い
…

　

息
子
の
生
活
や
気
持
ち
に
配
慮
し
な

が
ら
、
息
子
に
代
わ
っ
て
入
所
契
約
な

ど
を
結
ん
で
く
れ
る
よ
う
な
人
を
選
ぶ

こ
と
は
で
き
な
い
で
し
ょ
う
か
?

　

認
知
症
の
父
の
入
院
費
を
払
う
た
め

に
、
父
名
義
の
定
期
預
金
を
解
約
し
て

資
金
を
つ
く
る
必
要
が
あ
る
の
で
す
。

　

で
も
、
勝
手
に
父
の
定
期
預
金
を
解

約
す
る
こ
と
な
ん
て
で
き
な
い
し
、
ど

う
す
れ
ば
い
い
の
で
し
ょ
う
?

特設人権相談所を開設
 「特設人権相談所」を、次のと

おり開催します。

　相談内容はいじめ、いやがら

せ、相続、土地の境界、離婚、

離縁などの心配ごとや困りご

と、登記、供託の手続き等、何

でも結構です。

　相談は無料で、予約等の手続

きも不要です。秘密は固く守ら

れます。

012月7日（水）

　午後1時～4時
4聖籠町保健福祉センター

■相談員

　・地元人権擁護委員

　・法務局職員

5役場町民課人権担当

☎27―2111（内線111）

鶏
に
わ
と
り

や
家

（
ア
ヒ
ル
、
七
面
鳥
、
う
ず
ら
等
）

き
ん
を飼

育
し
て
い
る
皆
さ
ま
へ

0日時　4会場　3内容　2対象　1申し込み　5問い合わせ

■ 平成17年に新たに課税事業者となった 個人事業者の方へ■ 平成18年において課税事業者である

消費税の簡易課税制度を選択するには

平成 17 年 12 月 31 日までに
「簡易課税制度選択届出書」の提出が必要です

前々年の売上が 1,000 万円超なら課税事業者です
■平成 15 年分の課税売上高が 1,000 万円超  平成 17 年分の課税事業者

■平成 16 年分の課税売上高が 1,000 万円超  平成 18 年分の課税事業者

新たに課税事業者となる方は

「課税事業者届出書」の提出が

必要です。未提出の方は速やか

に提出してください。

1,000万円超

1,000万円超 課税事業者

課税事業者

■ 前々年の課税売上高が5,000万円以下の方は、「簡易課税制度」を選択できます。

簡易課税制度を選択しますか ?

〈ポイント〉

原則的な計算方法(一般課

税)では、この部分が課税

仕入れ等に係る消費税額

(実額)となります。

消費税の

納付税額

課税売上げに

係る消費税額＝ －

簡易課税制度とは?

課税売上げに

係る消費税額

みなし

仕入率×

該当の方は

■ 平成17年に新たに課税事業者となった方 いずれも■ 平成18年において課税事業者である方

平成17年12月31日までに「簡易課税制度選択届
出書」を所轄税務署に提出する必要があります!

《ご注意》
■  簡易課税制度では、「みなし仕入率」により納付税額を計算

しますので、多額の設備投資を行った場合などで一般課税に

より計算すれば還付となる場合でも、還付を受けることはで

きません。
■  簡易課税制度を選択された方は、2年間以上継続した後でな

ければ、選択をやめることはできません(選択を取りやめるに

は「簡易課税制度選択不適用届出書」の提出が必要です)。

「一般課税」の方は
■  一般課税により申告され
る方は、課税仕入れ等の
事実を記載した帳簿と請
求書等の両方を保存する
必要があります。

■  帳簿と請求書等の両方の

保存がないと、仕入れや
経費の支払の際の消費税
分を控除することができ
ませんので、十分ご注意
ください。

お問合せ先　　新発田税務署 ☎ 22ー3161　　役場税務課 ☎ 27ー2111（内線 142）

平成15年 平成16年 平成17年 平成18年

　

こ
れ
か
ら
本
格
的
な
冬
を
迎

え
、
ヒ
ト
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

と
家
庭
や
学
校
で
飼
育
さ
れ
て

い
る
鳥
と
の
関
連
に
つ
い
て
心

配
さ
れ
る
方
が
お
ら
れ
る
か
と

思
い
ま
す
。
自
身
の
健
康
の
た

め
、
大
事
に
飼
育
し
て
い
る
鳥

を
守
る
た
め
に
も
普
段
か
ら
衛

生
的
に
管
理
し
ま
し
ょ
う
。
ま

た
、
新
聞
等
の
最
新
報
道
に
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

○
日
常
の
衛
生
対
策

① 

飼
育
小
屋
の
出
入
り
の
時
は
、

消
毒
ま
た
は
専
用
長
靴
を
履
き

ま
し
ょ
う
。

② 

飼
育
し
て
い
る
鳥
の
健
康
状
態

を
毎
日
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

③ 

野
鳥
の
飼
育
小
屋
へ
の
侵
入
を

防
ぎ
ま
し
ょ
う
。（
金
網
の
隙

間
、
破
損
な
ど
を
チ
ェ
ッ
ク
）

④ 

鳥
の
世
話
を
し
た
後
は
、
手
洗

い
、
う
が
い
を
し
ま
し
ょ
う
。

⑤ 

定
期
的
に
飼
育
小
屋
の
清
掃
、

消
毒
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

消
毒
剤
は
、
塩
素
剤
な
ど
市
販

の
も
の
で
十
分
効
果
が
あ
り
ま

す
。
床
が
土
の
場
合
は
、
糞
な
ど

の
消
毒
と
し
て
消
石
灰
を
ま
く
と

効
果
が
あ
り
ま
す
。

　

■ 

相
談
窓
口
… 

鶏
の
異
常
死

（
複
数
ま
た
は
継
続
し
て
死

亡
し
た
場
合
）

　

下
越
家
畜
保
健
衛
生
所

　

☎
２
２
│
３
０
６
７

　

人
の
健
康
や
食
品
に
関
す
る
こ
と

　

新
発
田
保
健
所

　

☎
２
２
│
５
１
１
１
（
代
表
）
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趣味の
広場

　

今
月
は
別
條
に
お
住
ま
い
の
飯
田
麻
衣
子

さ
ん
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

飯
田
さ
ん
の
趣
味
は
カ
ラ
オ
ケ
。
趣
味
と

言
う
よ
り
特
技
と
言
っ
た
ほ
う
が
い
い
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
こ
こ
で
お
届
け
で
き
な
い
の

が
残
念
で
す
が
、
と
に
か
く
素
晴
ら
し
い
歌

声
な
ん
で
す
よ
。

　

小
さ
い
頃
か
ら
歌
う
こ
と
が
大
好
き
で
、

歌
に
囲
ま
れ
て
育
っ
て
き
た
そ
う
で
す
。

「
ず
っ
と
歌
手
志
望
で
し
た
」
と
お
っ
し
ゃ

る
飯
田
さ
ん
。
中
学
生
の
時
に
は
歌
手
の

オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
に
応
募
、
な
ん
と
見
事
合

格
し
て
上
京
す
る
か
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
進

ん
だ
そ
う
で
す
が
、
お
父
様
の
猛
反
対
に
遭

い
、
あ
え
な
く
断
念
。

　

高
校
進
学
後
は
、
空
前
の
カ
ラ
オ
ケ
ブ
ー

ム
が
到
来
。
歌
好
き
の
友
達
と
よ
く
カ
ラ
オ

ケ
に
行
っ
て
は
、
当
時
大
ブ
レ
イ
ク
し
て

い
た
小
室
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
歌
手
の
曲
を
歌
っ

て
、自
慢
の
喉
に
磨
き
を
か
け
て
き
ま
し
た
。

人
気
グ
ル
ー
プ
「
ド
リ
ー
ム
ズ
カ
ム
ト
ゥ

ル
ー
」
の
曲
を
聴
い
て
育
っ
た
と
い
う
飯
田

さ
ん
。「
天
城
越
え
」「
涙
そ
う
そ
う
」「
あ

な
た
に
逢
い
た
く
て
」
な
ど
演
歌
か
ら
ポ
ッ

プ
ス
、
流
行
の
曲
ま
で
気
に
入
れ
ば
何
で
も

歌
い
こ
な
し
、
特
に
バ
ラ
ー
ド
系
の
曲
が
得

意
だ
そ
う
で
、
周
囲
の
人
た
ち
も
認
め
る
歌

唱
力
で
す
。

　

す
で
に
二
児
の
母
で
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す

が
、と
て
も
お
し
ゃ
れ
で
若
々
し
い
方
で
す
。

嫁
ぎ
先
は
米
、
野
菜
、
果
物
と
手
広
く
農
家

を
営
む
お
宅
で
、
一
家
の
主
婦
と
し
て
、
毎

日
家
事
を
切
り
盛
り
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

　

「
子
供
た
ち
が
生
ま
れ
て
か
ら
、
カ
ラ
オ

ケ
に
行
く
回
数
も
減
り
ま
し
た
」
と
飯
田
さ

ん
。
で
も
子
育
て
が
楽
し
く
て
、
町
文
化
祭

に
向
け
て
の
週
一
回
秘
密
の
？
練
習
場
で
歌

の
稽
古
が
で
き
れ
ば
、
今
は
そ
れ
で
満
足
と

お
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　

今
年
で
三
年
連
続
「
町
文
化
祭
の
ふ
る
さ

と
芸
能
歌
謡
祭
」
カ
ラ
オ
ケ
の
部
に
出
場
、

美
声
を
披
露
し
て
い
ま
す
。「
一
人
で
も
多

く
の
人
に
、
自
分
の
歌
を
聴
い
て
ほ
し
い
」

根
っ
か
ら
歌
う
こ
と
が
好
き
で
、
ス
テ
ー
ジ

度
胸
も
ば
っ
ち
り
で
す
。
場
数
を
踏
む
た
め

に
も「
お
誘
い
が
あ
れ
ば
、い
ろ
ん
な
ス
テ
ー

ジ
に
出
て
歌
い
た
い
」と
夢
が
膨
ら
み
ま
す
。

　

下
の
お
子
さ
ん
が
幼
稚
園
に
入
園
し
て
手

が
離
れ
る
二
年
後
、
徐
々
に
歌
え
る
場
が
広

が
っ
て
い
け
ば
う
れ
し
い
で
す
ね
。「
歌
う
こ

と
が
最
高
に
気
持
ち
い
い
」
Ｒ
＆
Ｂ
テ
イ
ス

ト
の
聴
か
せ
る
曲
を
、
自
分
の
フ
ィ
ー
リ
ン

グ
で
表
現
し
た
彼
女
の
歌
声
、
ぜ
ひ
た
く
さ

ん
の
方
に
聴
い
て
も
ら
い
た
い
も
の
で
す
。

飯
いい

田
だ

麻
ま

衣
い

子
こ

さん （別條）

歌うことがなにより好き。
たくさんの人に聴いて欲しい


